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 メディアリリース  

 

2015年 4月 20日（月） 

報道関係者各位 

日本ブラインドサッカー協会 

 

ブラインドサッカー体験型授業「スポ育」 2014年度集計 

479件で、初の２万人台となる 21,617人が体験 

5年目で、累計では 6万人突破に近づく 

 

平素より、ブラインドサッカーにご厚意を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 日本ブラインドサッカー協会は、主に小・中学生を対象とした体験型授業「スポ育」の 2014年度分の

集計をこのほど終え、昨年 4 月からことし 3 月末までで、479 件（90 分の 1 コマを 1 件とする）で、

21,617 人に対して実施したことがわかりました。2010年 9月から事業を開始し、5年目も過去最多の件

数と人数を更新し、1年間の体験者数が初めて 2万人を超えました。事業開始からの累計では、1,264件

で 59,743人が体験したことになります。 

 今年度は派遣対象地域の宮城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県のほか、ブラインドサッカーのク

ラブチームがあることなどから、茨城県、静岡県、大阪府、兵庫県で特別に実施。過去に実施した教員や

学校から再度の申し込みがあったことに加え、障がい者スポーツへの関心の高まりや、昨年 11月の「IBSA 

ブラインドサッカー世界選手権 2014」でメディアの報道を通じて競技が注目されたことなどから、新規

の問い合わせや申し込みが増えたと見ています。 

対象者でみると、小学 4 年生に対して行ったのが 300 件と総件数のおよそ 6 割を占めます。地域別で

は、神奈川県の横浜市が 3,082 人、川崎市が 2,312 人と目立っており、東京都の八王子市でも 1,000 人

以上が体験しました。授業以外に、部活動やスポーツ少年団、社会福祉協議会などからの申し込みで、異

なる学年の子供たちが混ざって行われるケースもあります。月別では、一学期中と長期休暇期間の実施は

少なく、9月以降に増える傾向にあります。（集計の詳細は 2枚目に） 

「スポ育」は、パラリンピック競技であるブラインドサッカーの要素を用いたダイバーシティ（多様性）

教育プログラムで、視覚をアイマスクで閉じた状態で、さまざまなワークショップを行います。子供たち

が視覚に障がいのあるブラインドサッカー選手と触れ合いながら、障がい者の理解や多様な個性の尊重、

相手の立場に立った声の掛け方などへの気づきを生み出す、と評価を頂いております。（実施先からの感想

は 3枚目に） 

 ※「スポ育」の詳細やお申込み方法などは http://supoiku.b-soccer.jp/ をご覧ください。 

 

 

 

  本件に関するお問い合わせ 

日本ブラインドサッカー協会 事務局 

E-mail: media@b-soccer.jp   協会ウェブサイト：http://www.b-soccer.jp 

住所：〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-23-7 新宿酒販会館 2階 

電話：03-6908-8907 FAX：03-6908-8908 
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実施先からの感想 

 

 

「最初、わたしは、目の不自由な人って、スポーツはできないんじゃない、と思っていました。けれど

も、寺西選手に出会って、スポーツができることを知って、びっくりしました。寺西選手に出会ってな

かったら、決めつけていたままだと思いました」 

（東京都 小学４年生） 

 

「まえの日の夜は楽しみでしかたがありませんでした。でも、いざとなってやるとこわくて、こわくて

しかたありませんでした。でもだんだんなれていくうちにこわさなんてなくなり、楽しくなっていきま

した」 

（埼玉県 小学４年生） 

 

「目が見えないのはすごくこわいと思ったけど、目が見えなくても、人生は楽しめるという意味を教え

てもらえていい時間だったと思いました」 

（東京都 小学４年生） 

 

「僕はブラインドサッカーの体験を通じて、コミュニケーションの大切さを感じました。足りない情報

を協力することで補完する。これは普段の日常生活でも必要になる力だと感じました」 

（神奈川県 中学３年生） 

 

「子供たちは、はじめ、障がい者はできないことがたくさんありそう、かわいそう、というイメージを

持っていました。しかし、体験を通して、周囲が工夫や手助けをすれば、同じようにできることがたく

さんあることに気づきました。声を掛け合うことや、困った時には自分からそれを伝えることの大切さ

も学んだようでした」 

（千葉県 小学校教員） 

 

「怖さや不安が楽しさに変わったのは、信頼する仲間の声や、差し出された手があったからということ

に気づき、コミュニケーションの大切さを知ってくれたことと思います」 

（埼玉県 小学校教員） 


